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　サロン立ち上げから今年で２年目となる『熟女のじゅく』のみなさん。毎月
第４水曜日、四日市場宿行政区のコミュニティセンターで活動されています。
　メンバーが持ち寄った洋服や着物をリメイクするために、縫い目をほぐした
り生地の型取りをしたり、それぞれが手元を動かしながら会話を楽しんでいま
した。たくさんの笑い声に包まれた、温かな雰囲気が素敵でイイですね。
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カコンッ、カコン
「よーっし！」
「はい、がんばってー！　次いくよー！」
　大きなかけ声で盛り上がっているのは、宮崎シ
ルバー卓球愛好会のみなさん。
　陶芸の里スポーツ公園総合体育館のサブアリー
ナを会場に、月曜日と木曜日の週２回、午前中いっ
ぱいをかけて活動されています。
　活動が始まって30年以上になるそうで、中に
は、在籍して27年になる方もいらっしゃいまし
た。
　現在の登録メンバーは20名。宮崎地区の会員
だけではなく、中新田、小野田から通っている方
もいらっしゃいます。
　活動されているみなさんに、「卓球をする時間
をどのように感じていますか？」と質問したとこ
ろ、「運動もするけど、交流することが楽しみ」「こ
こにくれば、料理のことや、畑のことを教えても
らえる」「情報交換ができる」などの回答がほと
んどで、自身の健康目的のほかに、人とのつなが
りも楽しみにされていました。
　休憩時間になっても “ラリー” は続きます。卓球台でのピンポン玉のラリーから、今度はベンチに場
所を変え、“言葉のラリー” が始まります。会場内にはみなさんの笑い声が響いていました。

地域のお宝、見つけたよ！《地域のお宝について》　支えあいや見守り活動、お茶っこ飲み会やサロンなど地域の中のみなさんの活動を『地域のお宝』として紹介いたします。

“こども” も “大人” もにぎやかに…
『加美町みんなの食堂』

ことばのラリーはつづくよ どこまでも
『宮崎シルバー卓球愛好会』

寄 稿

　今年１月に、加美町主催・社協共催の「こども食堂ミニフォーラム」に参加したメンバーが中心となり、
２月に中新田地区で開催した『みんなの食堂』に続く第２弾として、６月14日に小野田福祉センター
を会場に『みんなの食堂in小野田』を開催しました。今回は『流しそうめん』をみんなで食べようとい
う企画で、前々日の竹の樋の作製や、当日の調理・会場設営など多くのみなさんに関わっていただき
ました。
　小野田地区の３小学校に配布したチラシやＳＮＳからの申し込みで、町内から参加者・スタッフを
含め46名の参加がありました。食事の前には会場内の広いホールでジュニアリーダーのお姉さんと思
いっきり遊んだり、絵を描いたりする姿も…。今回、小野田地区での開催ということで、特に地域の
みなさんにたくさん参加していただき、参加者同士の久しぶりの再会などもあり、次につながる出会
いが多く見られました。今後も、こどもをまんなかに若者・大人・高齢者等、地域の “みんな” が交流
できる場所になれたらいいなと思いました。(文：加美町みんなの食堂　代表　佐藤博子さん)

公式LINEでは加美町３地区で開
催する『加美町みんなの食堂』
の予定などを案内
しています。

あーっ！惜しかったー！

力を合わせてダブルス勝負！

ベンチ上での言葉のラリーは、終わることはありません

いっぱい食
べて

くれますよ
うに

みんな
で看板

作り！
地元の男性方には竹の加工作業をしていただきました

社協のちばくん
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社協のだいちゃん

生活支援体制整備事業第１層協議体
～地域資源の見える化（情報誌の作成）に向けて～

　第１層協議体では、地域の支え合い活動の推進
やその必要性を伝えたいという思いから、支え合
いや助け合い、地域行事や伝統文化などの地域資
源の可視化『お宝情報誌（仮称）』の作成に向け
て話し合いが続けられてきました。今年度はこれ
までの話し合いを形にするべく、地域で行われて
いるミニデイサービスやサロン活動、趣味の会な
ど『地域の通いの場』にフォーカスした情報誌（第
１弾）の発行に向けて、引き続き話し合いが進め
られています。

　情報紙発行に向けて動き出した今年度の第１層
協議体。その１回目が６月25日に開催されまし
た。
　今年度もアドバイザーとして宮城県社会福祉士
会の真壁さおりさん（社会福祉士）をお招きし、
情報誌作成にあたっての内容やレイアウト、周知
方法や活用法についてグループワークが行われ、
各グループから様々な意見・アイディアの発表が
ありました。

ホ
ーム

ページに 『みんなの輪』 のページを作成しました　生活支援コーディネーター (地域支え合い推進員)が地域の
中で見つけた人と人とのつながりをホームページで紹介し
ています。
　地域の行事やご近所さん同士の交流など生活支援コー
ディネーターが取材に伺いますので、ぜひ情報をお寄せく
ださい。

⬆
みんなの輪ＱＲコード




